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新年明けましておめでとうございます
新年明けましておめでとうございます。令和２年もよろしくお

願いします。新しい年号になって初めてのお正月を子ども達は楽
しく過ごせたようです。保護者の皆様のご指導のおかげと感謝申
し上げます。

「夢」始業式では「大きな夢(目標)をもつこと」について話
しました。子ども達にとって「夢(目標)」を持つことは、とても
大切なことです。「夢(目標)」を持つことでチャレンジする気持
ちが生まれ、挫けず努力する心が育ちます。「夢(目標)」は、必
ず達成できるとは限らないものですが、「夢(目標)」達成に向か 始業式に臨む子ども達
うその過程で子ども達は多くのことを学び、大きな力をつけるこ
とができます。
今年は、夏に一大イベントである「東京オリンピック」が開催

されます。オリンピックに参加する選手の多くは小学校時代から
「オリンピックで金メダルを取りたい。」といった目標を立て努
力を続けています。そして、その陰には多くの人たちの支えがあ
ります。子ども達は、自分の力だけでは明確な「夢(目標)」を立
てたり、がんばり続けたりすることはできません。そこには、私
たち大人の支えが必要です。私たち教職員は、子ども達が、自分
に合った「夢(目標)」を持ちがんばり続けることができるよう支
えていきたいと思います。保護者の皆様のご協力をよろしくお願 今年のテーマ「夢をもつこと」
いします。

スマホ問題について 「なかよくたくましく生きる」の実践
１月７日付福島民報社に「 SNS いじめ中学校５８ ２学期末の授業参観の時にお話ししました、

％・高校７３％」という記事が掲載されていま 喜多方市人づくり指針で示されている「なか

した。福島県教育センターで実施したアンケー よくたくましく生きる」についてです。実践

トの結果です。つまり、福島県の問題です。そ する内容・項目を読んでいただくと分かるよ

して、記事の中では小学生についても紹介され うに、子ども達が健全に成長していくために、

ていました。(以下のとおりです。) どれも必要な項目ばかりです。３学期は、高

郷小学校全体で「なかよくたくましく生きる」

① SNS での言葉によるいじめトラブル を意識した活動に取り組んでいきたいと思い

小学生１５ .８％ 中学生５８ .３％ 高校生７３ .６％ ます。そして、生活面の指導においては、学

② SNS での画像掲載のトラブル 校と家庭の連携が重要と考えています。別紙

小学生１１ .１％ 中学生３６ .２％ 高校生４８ .３％ 配付いたしますので、ご家庭でも、壁等に貼

③ SNS で知り合った人の接触 って頂き、子ども達の生活について指導する

小学生１ .４％ 中学生７ .８％ 高校生９ .２％ 時に活用ください。

上の結果を見ても分かるように SNS に関わる
トラブルは、小学生の１０人に１人以上の割合

で発生しています。また、中学進学と共にスマ

ートホンの所持率が急激に高くなり、それに伴

ってトラブルの発生率も６割に迫るほどです。

昨年は、福島県内の生徒が SNS をとおして知
り合った人に連れ回されたり、性犯罪に巻き込

まれる事件が発生しました。子ども達を守るた

めに、２学期の懇談会で話したメディアとのつ

きあい方について家庭で確認をお願いします。


